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研究成果の概要（和文）：研究メンバーとの議論、学会でのパネル発表、国際的ワークショップにおける研究成
果によって連盟研究に新たな視点を付加することができた。国際連盟には「正」のベクトル、すなわち国境を越
えた協力を推進し相互の考え方を理解し国際的な規範を形成していくという積極的な意義（Globalism）があっ
た。それは、公衆衛生、法的国際主義、国際知的協力委員会といった活動に顕著である。他方で、その「正」の
ベクトルに挑戦を投げかけた「負」のベクトルが存在した。それは、東アジアの地域性(Region)にもとづくもの
であり、帝国主義的秩序の残存と、各加盟国の国際連盟政策、そして満州問題が具体的な論点として挙げられ
る。

研究成果の概要（英文）：Our discussions among members, panel presentation at an academic 
association, and international workshop successfully led to presenting a new perspective to the 
study of the League of Nations. The League was supposed to represent something idealistic and 
future-oriented: the idea and practice of Globalism that facilitated international cooperation and 
norm-building. In East Asia, such programs as public health, legal internationalism, international 
intellectual cooperation epitomized such orientations. In contrast, regional dimensions challenged 
the positive side of the League. In the region, imperial order had existed, member states―China, 
Siam, and Japan―respectively different attitudes towards the League. And, after all, the tension 
between Globalism and Region erupted in the Manchurian Affairs. 

研究分野： 国際関係論　国際連盟　東アジア
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国際連盟は、主としてヨーロッパでの活動が多く、これまで東アジア地域と国際連盟の関係については、満州事
変や中国に対して行われていた技術援助についての研究蓄積があるだけであった。この研究プロジェクトでは、
連盟と東アジアとの関係が、国際機関と帝国主義、帝国主義とトランスナショナルな協力、連盟が構築しようし
た規範と国家、また個々のメンバーがそれぞれ連盟に対して有していた諸問題など、多層的な面から国際連盟の
実相を描くとともに、東アジアの国際秩序の一端に連盟が関与したことを論証した。つまり、連盟研究に新たな
視点を加えるとともに、戦間期東アジアの国際秩序の一様相をより明示的に示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
国際連盟については、第２次世界大戦の勃発を防げなかったことから、失敗した組織であると

いう烙印を押され、長年、研究者の関心は低く、その研究は停滞していた。しかしながら、近年、
国際連盟を再評価する研究が欧米でみられるようになり、国際連盟の委任統治や経済政策につ
いて、国際連盟が一定の業績を上げたこと、また連盟と加盟国との関係についても、より詳細な
研究がなされるようになってきていた。日本の研究者の間でも、時を同じくして、国際連盟につ
いてさまざまな角度からの研究が進み、公衆衛生や文化交流を視点に入れた研究が発表される
ようになってきていた。しかしながら、日本人による研究成果はほとんど日本語でなされており、
海外発信はできていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究プロジェクトでは、上記に述べたような国際連盟再評価の動きが欧米にある一方で、そ

の研究が欧米（ヨーロッパ）中心主義、すなわち、欧米の研究者が国際連盟と欧米の関係を扱っ
たものが多いことをひとつの問題意識として有している。近年、国際連盟などの国際組織に研究
についてグローバル・ヒストリーという概念も提起されてきたが、その「グローバル」の内容は
依然として、欧米発信の概念や実行を分析し叙述したものが多いのである。このような国際連盟
の研究史動向において、本研究は東アジアにおける国際連盟の活動を描くことで、国際連盟が体
現する Globalism と東アジアというひとつの地域（Region） に絡む問題を検討する。普遍的国
際組織として設立された国際連盟であるが、西欧中心主義の見方や実行を基盤とした国際連盟
が、東アジアという非西欧地域にいかに対処したか、また東アジア地域の加盟国は国際連盟にど
のように対応したかを解明することを目的とした。そもそも、設立につながる歴史的文脈が異な
り、国際連盟は、ヨーロッパに多大な被害を与えた第一次世界大戦を契機に、戦争防止を主たる
目的として設立されたが、東アジアは第一次世界大戦から被害を受けることはなかった。また、
東アジアには帝国主義秩序が依然として残存し、国際連盟加盟国のなかにも、国際連盟の政策と
自国の帝国主義的利益との間に葛藤を呈する場合があったのである。この研究では、以上のよう
に、ヨーロッパやアメリカでなされてきた国際連盟の史的研究とは、異なる歴史的文脈を有する
東アジア地域における国際連盟を再検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
１）このプロジェクトに参加する研究者の間で研究会を行う。 
２）日本の学会、国際政治学会において発表をおこない、一般研究者に研究成果を発表し、また
議論を行う。 
３）各研究者は、ジュネーヴの連盟史料館や関係する資料館(TNA in London) において資料収集
をおこない、自己の研究ペーパーを書く。 
４）イギリス、スイス、オーストラリア、タイ、中国、台湾から、研究者を招いて、国際的ワー
クショップをおこなう。 
５）ワークショップでの発表をもとに、プロジェクト全体としての統一性や各ペーパーの重複を
避けて、各研究者は、ペーパーを完成させる。最終的には、編著 The League of Nations in East 
Asia: Globalism and Region という英文の著作にまとめる。 
 
４．研究成果 
【４－１．事業としての成果】 
１）各研究者がそれぞれに、単著（英文単著を含む）や学会誌論文を発表した。 
２）2018 年１１月 3 日の国際政治学会において、下記のパネルを設けこのプロジェクト・メン
バー全員が参加した。 
タイトル「アジアから見た国際連盟――設立 100 周年に向けた国際連盟史の再検討」  
司会 篠原初枝 
報告 詫摩佳代「国際連盟シンガポール伝染病情報局とアジアの地域秩序」  

高橋力也「国際連盟における国際法典編纂事業と日本」 
齋川貴嗣「国際連盟の知的協力事業と日本・中国」  

討論 後藤春美 等松春夫 
３）日本国際政治学会の機関紙である『国際政治』１９３号「歴史の中の平和的国際機構」
（2018 年）の編集を、研究責任者がおこない、また研究分担者２名がこの特集号に論文を
寄稿した。 
４）２０２０年１月１０日から１１日にかけて、イギリス、スイス、オーストラリア、タイ、中
国、台湾からの研究者を招いて、”The League of Nations and East Asia: Globalism, Empires and Inter-
Civilization “と題する、国際ワークショップを開催した。 
このワークショップでは、英語による１１本の論文が発表された。論文のタイトルは下記である。
“Re-assessing the nature of the inter-war order in Asia and the Pacific: Inter-imperial humanitarianism of 



experts, NGOs, and the League of Nations.”  
 
“The activity and legacy of the Far Eastern Bureau of the League of Nations: As a key knot in connecting 
regional and international orders.”  
“The Diplomatic and functional construction of Chinese sovereignty: Between the Lytton commission and 
flood relief.” 
“Japanese International Lawyers and the Codification of International Law in the League of Nation.” 
“Attempt of Neutrality: Siam’s Coping with the League of Nations’ Multilateral Challenge.”  
“China's Public Opinion toward the Lytton Commission.” 
 “Intellectual Entanglements between the League of Nations and East Asia: Modernism or Anti-
Modernism?” “Technical Issues of the League of Nations and the Empires in East Asia.”  
“The League of Nations and International Administration of Manchuria 1932: The Lytton Report Revisited.” 
“Who Killed the League? Japan as a de-facto Empire Builder vs Emerging Global Legitimacy.” 
 “China’s Policy toward Abyssinia Questions in the 1930s.” 
５）上記のワークショップをもとに、現在、英文の編著についての Book proposal を作成中であ
り、その編著の仮題は、The League of Nations in East Asia: Globalism and A Region である。 
【４－２ 研究内容における成果】 
上記のような事業としてのプログラムを行った結果、今までの国際連盟研究に新たに寄与す

る視点は以下のものとなる。 
１）アジアにおける複層的な秩序―国際連盟によるグローバルな秩序、帝国主義的秩序、既存の
国家間秩序の存在。 
これまでの研究においては「リベラル国際主義」が国際連盟を考える上で、ひとつの重要な指

標となっていた。しかしながら、アジア・アフリカ地域における連盟を考察する場合には、必ず
しもこの考え方に妥当性が見られない。この「リベラル国際主義」はナショナルとインターナシ
ョナルという２分法に基づくものであるが、アジア地域における専門家のネットワークを考え
る上では、「帝国間主義（inter-imperialism）といった概念を用いた方が、その複層的・重層的な
関係をよく理解できる。またジュネーヴ発信の「リベラル国際主義」がはらむ問題性を再考すべ
きであり、アジアには植民地が残存していたことからすれば、’liberal inter-imperialism (and inter-
colonialism)’ の概念が有益と思われる。 
このような帝国の存在は、国際連盟が行った技術援助とナショナリズム・主権の問題にも絡ん

でくる。国際連盟による中国への技術援助は中国を利するものであったが、中国内部では、中国
の主権を侵すものではないかという議論があった。すなわち、欧米諸国や日本によって主権を侵
害されてきた中国にとっては、連盟によるグローバルな技術援助も、また形を変えた帝国主義で
あるという理解もされたのであった。 
２）グローバリズム・国際的な文明の対話 
帝国主義秩序が残存する一方で、国際連盟が行った活動が国境を越えたグローバルな活動と

して発展したという面もあり、また連盟内にも欧米中心主義の傾向が存在することを意識し、西
洋と非西洋の対話を試みたのである。 
グローバルな活動の一つが、国際連盟がシンガポールに設置した連盟国際保健機関（League of 

Nations Health Organization）である。アジアにおける疫病の防止は第一次世界大戦前からの問題
であったが、1925 年にシンガポール支部が設立されたことによって、国際連盟の活動がアジア
にも広がり、伝染病の防止や公衆衛生の協力といった事業での業績をあげていった。公衆衛生問
題は国境を越えた課題であったので、この問題を考察することにより、連盟の Globalism がどの
ように地域に作用したかを考えることができる。他方で、この公衆衛生事業も決して中立とはい
えず、時としては国家の利益に影響を受けることもあった。 
 国際連盟による Globalism に連なるひとつのプロジェクトとして「国際法の法典化事業」があ
げられる。国際連盟法典化会議が 1930 年にハーグで開催され、慣習国際法の成文化をめざすこ
とで、「法による平和」・「法的国際主義」を目指したのである。この事業において、日本の国際
法学会も、それまで培ってきた国際法の蓄積を国際社会に発信しようとした。近代日本は、不平
等条約の改定問題もあり、国際法学の吸収には熱心だった。1926 年に日本の国際法学会が提出
した法典化素案は、国際連盟の内部においても関心を引くものとなり、1928 年の連盟総会にお
いて言及された。日本の国際法学会の立場が自国の立場を国際的に高めようとするナショナル
な志向を持っていたことは事実であるが、同時に日本なりに「法的国際主義」貢献しようとした
のである。 
 1922 年に設立された国際知的協力委員会は、色々な国家から構成される国際連盟において、
お互いの考え方を理解し尊重しようとする知的交流プログラムを推進してきた。この知的協力
プログラムを、中国と日本はその熱心に支持してきた。日本では、この知的交流プログラムは、
日本文化を国際的に紹介するための方策として理解され、西欧文化とは相対的に異なる日本文
化という立場が提示され、その言説は「反モダニズム」的様相が強かった。これに対し、中国で
は、知的交流プログラムは、中国の国家建設に必要な一助として理解され、「モダニズム」を志
向するものとして理解された。このような日中の態度の相違は、国際知的協力委員会に内在する
ものでもあった。 
3）東アジアの加盟国 



 国際連盟において東アジアにおける連盟加盟国やシャム（タイ）、中国、日本であったが、そ
の各国の国際連盟に対する認識や政策は異なるものであった。 
シャムのエリート層は、国際連盟が道義的に高い意義を有していることを理解していたが、国

際連盟がその道義的目的を達成できるかについて疑念を有していた。国際連盟に参加したタイ
であったが、国際連盟は西欧大国を中心とする機関であるという認識を抱いていた。他方、大国
の恣意的行動を抑制する多国間枠組として、国際連盟が機能する可能性について期待もしてい
た。国際連盟が国際社会における正統な機関であることで、シャムはまた、自国の主権を確固た
るものとし、自国が近代国家であると評価される機会であるとも感じていた。但し、大国中心へ
の懐疑心は強く、重大な問題にはなるべくかかわらず、中立の態度をとろうとしていた。 
 中国とイタリアは 1934 年に正式の外交関係を樹立し、イタリアに中国は大使館も設置し、ム
ッソリーニは、蔣介石政権に軍事アドバイザーを派遣したのである。しかしながら、イタリアの
エチオピア侵攻は、中国に難しい問題を投げかけることになった。イタリアは、中国にいたイリ
アの対場を支持してほしいと要望したが、中国は満州問題での日本への制裁を望んでいたので、
連盟における投票は棄権した。他方、イギリスがイタリアに対する非承認政策を国際連盟で提起
した時には、イギリスの提案に従った。イタリアが、満州国承認の代わりに日本にアビシニア併
合の承認を求めていると聞いた時、イタリア大使は中国とイタリアの友好関係は変わらないと
したが、1937 年の日中戦争開始後、日本とイタリアの関係はより密接になっていった。 
 日本は、国際連盟の常任理事国になったことを誇りに思っていたが、外務省において国際連盟
についての関心は低く、その比重も高くはなかった。常任理事国の一員として、ジュネーヴにお
いて石井菊次郎や安達峰一郎などの日本の外交官は、特にヨーロッパの少数民族問題において
活躍した。日本は、少数民族問題に利害関係のない国であったからである。他方で、国際連盟の
理念が、日本社会に浸透することはなかった。日本は第一次世界大戦を経験しておらず、戦争の
悲惨さを理解していなかったからである。このため、日本は国際連盟が主導する戦争規制の枠組
みは消極的であった。連盟は、1920 年代の実行や不戦条約の締結もあり、戦争の違法化規範が
浸透していった。満州事変が勃発すると、1931 年の理事会では明らかに日本を非難する声が他
の加盟国から上がっていた。 
４）満州問題 
東アジア地域における Globalism と Region という問題が、顕在化し連盟で問題となり、さら

連盟に大きな打撃を与えたのが満州問題であった。  
1932 年にリットン報告書が提出されたとき、満州国は既存の主権国家という枠組みでとらえ

られるものではないという見解があった。この考え方によれば、満州地域は何らかの国際的なコ
ントローのもとに置くというのがよいというのである。その例として、19 世紀から西欧諸国が
国際管理をしてきた地域を先例として考えた。また、ダンツィヒやザール地方のような国際連盟
による管理方式の可能性も考察された。あるいは、1911 年の辛亥革命以後とられてきた中国で
の地方自治を認めるなどの方式も一案として議論された。このように満州地域に関する管理策
を考える過程が、リットン報告書作成においては見られたのである。同報告書では、また今日の
国際連合平和維持活動のような政策も一案として挙がっていたのであり、リットン報告書が示
唆することは大きな意味があった。 
 中国においては、国際連盟設立時から、連盟を支持する世論の形成は見られなかった。中国に
おいて当時読まれていた新聞などの媒体を分析すると、満州事変以後、中国の国際連盟に対する
態度は変化していった。当初は国際主義を体現する国際連盟対する期待もあったが、徐々に中国
内部の言説ではナショナリズムが強くなっていった。国際連盟による満州事変への対応につい
て、これらの媒体では、連盟が国際正義を支持するといってもそれは大国主導によるものにすぎ
ないといった落胆が広がっていった。 
 満州事変は、連盟の衰退を導いたと理解されることが多いが、他方で、この問題を議論する過
程では、戦間期において「主権概念」をいかに理解するかという論点が議論される過程でもあっ
た。満州事変における中国の対応を分析するならば、国内状況は混乱し統一政府が存在するかと
いう状況において、中国の外交官は中国は主権国家であることを前面に押し出して自国の立場
を国際連盟では擁護した。国際連盟は、平和の維持には失敗したと言えるかもしれないが、外交
上の闘いの舞台でありこの舞台における論戦を通じて、「主権」の概念はより精緻なものとなっ
ていったのである。 
【４－３ 総括】 
 このプロジェクトにおける各論的研究をまとめる。国際連盟には「正」のベクトル、すなわち
国境を越えた協力を推進し相互の考え方を理解し国際的な規範を形成していくという積極的な
意義（Globalism）があった。それは、公衆衛生、法的国際主義、国際知的協力委員会といった活
動に顕著である。他方で、その「正」のベクトルに挑戦を投げかけた「負」のベクトルが存在し
た。それは、東アジアの地域性(Region)にもとづくものであり、帝国主義的秩序の残存と、各加
盟国の国際連盟政策、そして満州問題が具体的な論点として挙げられる。短期的には「負」のベ



クトルが「正」のベクトルを打ち負かしたように見えるが、満州事変の議論において主権概念が
発達したことや、戦後に公衆衛生プロジェクトが引き継がれたことを考えるならば、東アジアに
基軸にして国際連盟をとらえても、国際連盟が失敗とは言い難いであろう。すなわち、このプロ
ジェクトにおいては、国際組織の歴史研究に、Globalism と Region がもたらす協力や緊張とい
う問題性をあぶりだしたといえる。 
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